「伝え合う力」を高める国語指導―「話すこと・聞くこと」の指導を通して― by 國場 彩代
119
平成19年度卒業論文
「伝え合う力」を高める国語指導
―「話すこと・聞くこと」の指導を通して ―
　國 場　彩 代
はじめに
　急激な社会の変化に伴い、現代人はコミュニケーション能力が低下し、人間関係が希薄に
なっているといわれる。それは大人社会だけでなく、子どもの生活環境にも影響し、子ども
の人間関係を形成する力が危ぶまれているのである。人間関係がうまく形成できないことで、
子どもたちの「心の育ち」に大きな影響を及ぼすと考えられる。実際に現在の学校現場では、
いじめ・学級崩壊・不登校などの問題が起きており、子どもたちの心の変化がこのような形
で明らかになってしまった。
　今、子どもたちに必要とされるのはよりよい人間関係を形成する力なのだと私は考える。
そこで、コミュニケーションの基本である、話すこと・聞くことに着目する。この二つの力
は自分を表現し、人との関わりを持ち、関係を築いていく上でなくてはならないものである。
また、自分自身の人間形成にも欠くことができない。
　人は日頃から何かを感じ、考え、誰かに伝えたいと思うことがあるはずである。その時、話す・
聞くということができなければならない。子どもたちの伝え合う力を高めるため、国語科の
「話すこと・聞くこと」の指導に焦点をあてて研究を進めていきたい。
　第1章では主に伝え合う力について述べていく。伝え合う力をどのように定義し、論文を進め
ていくかを明らかにしたい。また、なぜ今伝え合う力が求められ、重要視されているのかに迫る。
　第 2 章では過去の学習指導要領を通じて「話すこと・聞くこと」の歴史を見ていく。これ
までの学習指導要領では「話すこと・聞くこと」はどのように位置づけられているのか、音
声言語指導の変遷を調べる。
　第 3 章では、現行の学習指導要領と教科書教材を見ていく。「話すこと・聞くこと」がど
のように取り扱われ、位置づけられているのかを明らかにしていきたい。学習指導要領にど
のような目標、内容が示されているかを理解することで児童の側に立った指導ができるので
はないかと考えた。また、実際に学校の現場で使用されている教科書教材を改めて見ていく
ことで、学習指導要領との関連や児童に身につけさせたい力がより明確になり、そのことが
授業を作っていく上で生きてくるのではないかと考え、研究を進めた。
　第 4 章では、高橋俊三氏編著の指導実践例から考察を行った。どのような授業が効果的で
児童のやる気を引き起こし、話す・聞く能力を伸ばすことができるのか、実践例を見ていく
ことでそれを明らかにしたい。
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第1章　伝え合う力について
第1節　伝え合う力とコミュニケーション能力
　伝え合う力とは、どのように定義づけられているのだろうか。『小学校学習指導要領解説
　国語編』では、伝え合う力を「人間と人間との関係の中で、互いの立場や考えを尊重しな
がら、言語を通して適切に表現したり正確に理解したりする力でもある。」としている。小
森茂氏によると、伝え合う力は「言語コミュニケーション能力のことである」とされている。
　では、コミュニケーション能力はどうなのだろうか。国語辞典には「コミュニケーション：
気持・意見などを、言葉などを通じて相手に伝えること。通じ合い。」と記されている。深
田博己氏は「コミュニケーションとは、あるシステムから別のシステムへの符号による情報
の移動を含む過程である。」と定義している。また、西尾実氏はコミュニケーションの訳語
を「通じ合い」とし、一対一の間で行われる話し言葉を用いた通じ合いを対話と呼んでいる。
　このように、伝え合う力とコミュニケーション能力を並べて比較すると、どちらも様々な
捉え方がなされている。しかし、伝え合うこととコミュニケーションをとることはどちらも
言葉を通じて行うものであり、話し手と聞き手が必ずいる双方向の営みであるということで
ある。また、互いに言葉で分かり合える力であり、わかり合おうとする態度である。そして、
言葉を通じて人・もの・事柄と新たな関係を作れる力であると思われる。したがって、伝え
合う力を高めることはコミュニケーション能力を高めることになるのではないだろうか。こ
のことから、私は伝え合う力とコミュニケーション能力を同義として捉え、以降の論文で扱
っていくこととする。
第2節なぜ今伝え合う力が必要なのか
　「伝え合う力」は平成 10 年度に改訂された学習指導要領の国語科の目標で初めて加えられ
た言葉である。現代はありとあらゆる情報であふれ、国際化が進み、日本の社会は急激な変
化をとげている。学習指導要領における「伝え合う力」とは、その変化に適応していくため
に必要とされた力である。環境に適応していくということはよりよい人間関係を築き、共に
生きていくということである。人間関係の形成にはコミュニケーションが欠かせない。つま
り、コミュニケーション能力の育成が求められているのである。伝え合う力とは、社会生活
に必要な言語能力であり、互いの立場や考えを尊重して言葉で伝え合う能力である。21 世紀
に生きる力としての国語学力の中心は「伝え合う力」と言ってもいいほど、今の時代に求め
られている能力であり、力を入れて育成していかなければいけない能力なのである。
第2章　学習指導要領における「話すこと・聞くこと」の歴史
　ここでは、過去の学習指導要領を見ていく。音声言語の歴史は長く、時代ごとに移り変わり、
現在に至る。音声言語の指導がどのように位置づけられていたのか、その歴史を見ていくこ
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とにする。
　戦後になると、それまでの「教授要目」に代わって、初めて文部省から「学習指導要領（試
案）」が提示された。今までの三分野説（言語教育・文学教育・作文教育）ではなく、話す
こと（聞くことを含む）・つづること（作文）・読むこと（文学を含む）・書くこと（習字を含む）・
文法の五つで構成されている。昭和 22 年度版学習指導要領（試案）において、音声言語（話
すこと・聞くこと）は「話すこと」に「聞くこと」が含まれる形で位置づけられている。また、
指導領域の第 1 番目に取り上げられており、音声言語の指導が重視されていることがわかる。
学習を実行する機会としては、社会科などの他教科や読むことなどの他領域、学校生活の経
験を位置づけ、各々を結びつけながら表現意欲や言語活動を盛んにするための具体化を図る
ことをポイントとしている。そして、この時の学習指導要領には音声言語の指導内容は「話
し方」として、小学校低学年、高学年、中学校に分けて明記されている。また、目標として
示されているのは、小学校高学年と中学校で低学年は具体的な目標は明記されていない。「話
し方」に関しては、あらゆる機会に必要に即して行われるべきであることを基本としている。
低学年では、それがどのような機会になるか具体的に示し、高学年ではより目的を持った話
し、聞く活動を位置づけている。さらに、中学校では人と人とが交わる機会がより盛んにな
ることを考慮し、学習材を具体的に示している。
　昭和 22 年度版学習指導要領（試案）を改訂したものが昭和 26 年度版学習指導要領（試案）
である。『音声言語指導大事典』では昭和 26 年度版学習指導要領（試案）の内容を以下のよ
うにとらえている。
　このような基本方針に変化がない一方で、内容や指導計画については小学校編が独立し、
さらに具体的に明記されるようになった。そして、領域では「話すこと」「聞くこと」がそ
れぞれ1領域として独立し、聞くことが以前よりも重視されてきたことがわかる。このように、
音声言語教育は学習の中でも重要な位置を占めていたのである。また、はじめて「国語能力表」
が取り上げられ、各学年の発達段階に応じた培うべき能力の目安が具体的に示された。ここ
で、系統的指導重視の方向性が打ち出され、思考指導との関連も言及されるようになったの
である。しかし、この能力表はあまりにも細かく項目付けられていたため、実践とは結び付
きにくいものであったようである。また、能力そのもののとらえ方も不明確で曖昧であった。
そのため、目標を系統的に整理していったものが昭和 33 年度版の学習指導要領である。
　昭和 33 年度版学習指導要領では再び「話すこと」と「聞くこと」が一まとまりの領域で
　児童の生活や経験との結び付きを密接にしようとしている基本的な考え方は変わらない。
さらに言えば、教育において単なる文化の伝達が目指されるのではなく、子どもたちの日
常生活に目を向けた社会的必要観に応じた教育がなされるべきであるという新しい提言が
なされたと言ってよい。
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示されるようになる。そして、各学年の目標は「聞くこと・話すこと」「読むこと」「書くこと」
の 3 つに大別して示されている。また内容の構成はＡとＢに分けられ、Ａには目標と同じよ
うに 3 つに大別された事項が明記されており、さらにその中で（1）と（2）に分けられている。
（1）には指導事項が、（2）には活動が書かれている。Ｂには「ことばに関する事項」が記さ
れている。昭和 33 年度版学習指導要領を相対的に見ていくと音声言語に関する記述は後退
している。また、基礎基本が徹底され、高度な思考指導を伴うものは求められなくなってい
ったのである。
　昭和 43 年度版学習指導要領では、目標から直接的に話すこと・聞くことの具体的な記述
が消えた。学習指導要領の構成は『音声言語指導大事典』より次のように示されている。
　目標から音声言語に関する表記がなくなり、昭和 33 年度版学習指導要領と同じように音
声言語の領域は「聞くこと・話すこと」と一まとまりで示されている。しかし、昭和 43 年
度版学習指導要領は、「聞くこと・話すこと」の各学年目標や内容が独立して存在しているため、
音声言語指導の目標は明確であり、それに即した具体的な内容の活動が行えると考えられる。
　代わって、昭和 52 年度版学習指導要領では「書くこと」と「話すこと」の各学年目標が一
緒に示されており、「読むこと」と「聞くこと」が同様に示されている。内容は、「書くこと」
と「話すこと」の指導内容がまとまって「Ａ表現」とされ、「読むこと」と「聞くこと」の指
導内容がまとまって「Ｂ理解」として示されている。そして、従来の「ことばに関する指導事項」
は「言語事項」として記されている。つまり、領域が表現、理解、言語事項の二領域一事項
に移行したのである。また、「指導計画の作成と各学年にわたる内容の取扱い」には音声言語
指導に関する事項が削除されている。これらのことから『音声言語指導大事典』の中で東京
学芸大学教育学部教授の大熊徹氏は「表現力の重視を基本方針としながらも、重視の方向が
文字表現に限られていることがこのような点にも顕著である。」と述べている。文字言語によ
る表現力を重視する点が昭和 52 年度版学習指導要領の大きな特徴であると言える。
　各学年の目標及び内容では、各学年ごとに、「1　目標、2　内容、3　内容の取扱い」の
三項目から構成されている。その「1　目標」では、各学年とも（1）から（4）の四項目に
分け、（1）は聞くこと、話すこと、（2）は読むこと、（3）は書くこと（作文）、（4）は書く
こと（書写）の学年目標が示されている。
　「2　内容」は、領域をＡ，Ｂ，Ｃの三つに分け、各学年の目標を達成するために必要な
項目に分けて記述している。
　「3　内容の取扱い」の（1）では、Ａ、Ｂ、Ｃの三つの領域では示されなかった言語活動
の例を、一括して示している。……（2）では、特に、聞くこと、話すことの指導における
習慣や態度についての基礎的事項を取り上げて示しており、昭和 43 年度版学習指導要領の
特徴の一つである。
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　平成元年度版学習指導要領は情報化社会への対応という観点から、音声言語指導が重視さ
れるようになる。昭和 52 年度版学習指導要領と比較すると各学年とも若干の表記の違いや
内容の増減はあるが大筋は変わらない。しかし、指導内容の明記が昭和 52 年度版学習指導
要領よりも詳しくされており、音声言語指導に重きが置かれていることがわかる。また、昭
和 52 年度版学習指導要領では「指導計画の作成と各学年にわたる内容の取扱い」における
音声言語指導に関する記述が削除されていたのに対し、平成元年度版学習指導要領では、復
活している。ここでも音声言語指導を重視するという方針が具現化されている。
　そして、最も新しいのが平成 10 年度版の現行の学習指導要領である。言語コミュニケー
ション能力が注目され、目標に「伝え合う力」を高めることが盛り込まれている。また、内
容の構成は「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」「言語事項」の三領域一事項とな
っている。平成元年の学習指導要領と比べると大幅に改定されているが、音声言語指導を重
視する方向性は変わらず、以前よりも勢いを増しているように思われる。次章で平成 10 年
度版学習指導要領について詳しく見ていくことにする。
　最後に、学習指導要領を通して音声言語指導の歴史を見てきたわけだが、昔からこの分野が
重要視されていたわけではないことがわかる。「話すこと・聞くこと」の指導の流れは、浮き
沈みが激しいものであったようである。しかし、再び「話すこと・聞くこと」の領域が重要視
されている今、児童の力をどのように伸ばしていけばよいのか、考えていかなければならない。
第3章　現行の学習指導要領・教科書教材からみる「話すこと・聞くこと」の取り扱い
第１節　現行の学習指導要領における「話すこと・聞くこと」
平成 10 年に学習指導要領が大幅に改訂され、現在の学習指導要領がある。これまで、前章
では過去の学習指導要領を通して「話すこと・聞くこと」の音声言語の歴史をみてきた。こ
こでは、現行の学習指導要領において「話すこと・聞くこと」がどのように位置づけられて
いるのか国語科の目標と各学年の目標、内容を通して見解していく。「話すこと・聞くこと」
の指導をする上で、学習指導要領にどのような目標や内容が示されているかを理解すること
が子どもの側に立った指導につながると考えられる。
　国語科の目標は、
と示されている。
　国語科の目標は四つの内容で構成されている。「国語を適切に表現し正確に理解する能力
を育成」すること、「伝え合う力を高める」こと、「思考力や想像力及び言語感覚を養」うこ
と、「国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育てる」ことである。中でも、「伝え合
　国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考
力や想像力及び言語感覚を養い、国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育てる。
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う力を高める」という部分であるが、『小学校学習指導要領解説　国語編』では伝え合う力
を次のように定義している。「「伝え合う力」とは、人間と人間との関係の中で、互いの立場
や考えを尊重しながら、言語を通して適切に表現したり正確に理解したりする力でもある。」
伝え合うということは、言語による相互の交流が行われることであり、そこには話し手と聞
き手が必ずいる。話すことと聞くことの関連性を考えると、聞く力を向上させなければ、話
す力を向上させることは難しい。聞く力と話す力を豊かにしていくことが伝え合う力を高め
ることにつながり、日常の生活が豊かになりより良い人間形成がなされていくのだろう。
　次に、各学年の「話すこと・聞くこと」の目標と内容を見ていく。目標、内容はともに 2
学年のまとまりで示されている。これは、国語科の指導内容が系統的・段階的に上の学年に
つながっていくことになる。同時に、螺旋的・反復的に繰り返し学習することも必要になっ
てくる。長いスパンで考えて実践できる反面、確かな国語力の定着を図るために学校や児童
の実態に応じた、学年相互のつながり・系統性を明らかにすることが大事になってくると考
えられる。
　ここからは、各学年の目標、内容を見ていく。第 1 学年及び第 2 学年は以下のように書か
れている。
〔第1学年及び第2学年〕
①　目標
②　内容
　この時期の児童は小学校にあがり、新たな集団活動の中でたくさんの新しい経験をする。
新しい友達や先生に出会い、人間関係の幅も広がる。児童にとっては毎日が新鮮で色々なこ
とに興味・関心をもち、何に対してもやりたい、知りたいと好奇心も旺盛だと思われる。そ
して、その経験を誰かに話すこと、興味・関心をもって人の話を聞くことが学習の中で重要
なのだと思われる。また、相手の話をしっかり最後まで聞き、大切なことを落とさないとい
う基礎的な能力を育てるためには国語科での指導はもちろん、日常生活での指導も大変重要
である。
　目標からわかるように、第 1 学年、第 2 学年での主なねらいは「事柄の順序を考えながら
（1） 相手に応じ、経験した事などについて、事柄の順序を考えながら話すことや大事な事を
落とさないように聞くことができるようにするとともに、話し合おうとする態度を育てる。
（1）話すこと・聞くことの能力を育てるため、次の事項について指導する。
　　ア　知らせたい事を選び、事柄の順序を考えながら、相手に分かるように話すこと。
　　イ　大事な事を落とさないようにしながら、興味をもって聞くこと。
　　ウ　身近な事柄について、話題に沿って、話し合うこと。
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話す」「大事な事を落とさないように聞く」ことの能力を育成し、「話し合おうとする態度」
を育てることである。
　「事柄の順序を考えながら話す」では、家庭や学校などの身近な日常生活で経験したことを
話題として取り上げ、その経験した順序、物事が起こった順序をなどに気をつけて話すこと
が求められる。この目標を具体化したものが内容の「ア　知らせたい事を選び、事柄の順序
を考えながら、相手に分かるように話すこと。」である。話すということは必ず相手が必要
であるが、ここで大切なのは聞き手により身近な存在である相手を設定することである。友
達、先生、両親、兄弟姉妹、など身近な相手であることにより児童も話しやすく、言語活動
の意欲も高まると考えられる。また、話題については先にも述べたように家庭や学校などの
日常生活での出来事や経験などを取り上げると良いと思われる。身近な話題であるため、児
童の伝えたい、聞いてほしいという思いや相手の話への興味・関心がより強くなるのではな
いだろうか。そのような児童の思いを大切にし、工夫して指導する必要がある。そして、伝
えたい、話したいという思いが高まると、自然と「相手に分かるように」話したくなるので
ある。そのためには「事柄の順序を考えながら」話すという力が必要になり、児童は相手に
伝わるよう工夫して話す力を身につけることができるのである。
　聞き手にとっては「大事な事を落とさないように聞く」ことが大切である。相手の話を聞
く時も、もちろん事柄の順序に気をつけて聞くことが大事であると同時に、話し手がどんな
経験をしたのか、その時どんな思いだったのかなどを考えられるようになると、「伝え合う
喜び」を感じることができるようになる。この目標を具体化したものが内容の「イ　大事な
ことを落とさないようにしながら、興味をもって聞くこと。」である。先に示した通り、事
柄の順序を意識しながら大事なところはどこなのか考えて聞くことが必要である。そして、
さらに興味や関心をもって聞くという児童の態度を育てていかなければならないのである。
そこにはやはり、話し手の工夫が必要になってくる。聞き手が話の内容や話し方に興味を持
って聞くことができるよう、話題の設定、声の大きさ、話し方などの工夫ができるよう指導
していかなければならない。聞くことの指導は話すことの指導との相互の関連を図って進め
ていくことが重要なのである。しかし、一生懸命に何かを伝えようと話している人がいる時、
聞く側もしっかりとした態度で聞くことは基本である。聞く態度は国語科だけでなく、他教
科や日常生活の中でも指導していかなければならない。
　話す能力、聞く能力を養うとともに「話し合おうとする態度」も育てなければならない。
解説の中にあるように「一人一人の児童が話題に興味・関心をもち、相手の話題からそれな
いように、自分のわからないことを聞き直したり尋ねたりするなどの話し合いをしようとす
る態度を育てること」が求められるのである。この目標を具体化したものが「ウ　身近な事
柄について、話題に沿って、話し合うこと。」である。解説ではここでの話し合いというも
のは「形式的なものではなく、話し手と聞き手とが相互に入れ替わりながら、一対一もしく
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は少人数で、知らせたい事や分かり合いたい事について話し合うといった言語活動である。」
としている。話し合うということは相手の話に耳を傾けなければならないし、同時に自分の
考えを持ち、伝えなければならない。そのためにも話し手も聞き手も知らせたいことは何か、
分かり合いたいことは何かを明確にし、その話題に沿って話し合うことが大切である。そし
て何よりも話し合うこと、伝え合うことを児童が楽しんで行えることが重要である。児童が
自分の思いを積極的に話せるような環境づくりも必要なのである。
　話す力・聞く力・話し合おうとする態度はいずれも、第 3 学年及び第 4 学年の中で「筋道
を立てて話す」・「話の中心に気を付けて聞く」・「進んで話し合う」ことにつながり、発展し
ていく。
　この学年での指導で大切なことは児童が「話す・聞く・話し合う」の活動が楽しくできる
ことだと私は考える。今日こんなことをしたよ、こんなことを発見したよ、こんなことを感
じたよなど、どんな小さなことでも児童自らが話したいと思い、それが自然に言葉になって
表れるようになることが望ましい。また、相手の話を聞いて相手の気持ちに共感できたり、
逆に自分の気持ちが伝わって理解してもらえたと感じたとき、伝え合うことの楽しさや面白
さを実感できるのではないだろうか。学習を通して言語活動が日常生活にも広がりを見せる
ことが望ましいと考える。
〔第3学年及び第4学年〕
①　目標
②　内容
　第 3 学年及び第 4 学年の児童は学校生活にも慣れた頃であり集団で何かをすることが好き
で、活動や関心が外へ外へと向かっていき、知的好奇心も強まる。そのため、多様な活動を
積極的に楽しむことができ、言語活動の相手や目的も様々で広がりを見せはじめる。
　目標からわかるように第 3 学年、第 4 学年での主なねらいは、「筋道を立てて話す」「話の
中心に気を付けて聞く」能力を養うとともに「進んで話し合おうとする態度」を育てること
である。
（1） 相手や目的に応じ、調べた事などについて、筋道を立てて話すことや話の中心に気を付
けて聞くことができるようにするとともに、進んで話し合おうとする態度を育てる。
（1）話すこと・聞くことの能力を育てるため、次の事項について指導する。
ア　伝えたい事を選び、自分の考えが分かるように筋道を立てて、相手や目的に応じた
適切な言葉遣いで話すこと。
イ　話の中心に気を付けて聞き、自分の感想をまとめること。
ウ　互いの考えの相違点や共通点を考えながら、進んで話し合うこと。
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　解説に「「筋道を立てて話す」ことは、「段落相互の関係を考えながら」書くことや読むこ
との目標とも大きくかかわっており」と示してある通り、第 3 学年、第 4 学年の児童にとっ
ては「筋道を立てて話すこと」は他の能力ともかかわり、重要な言語能力となるのである。
この目標を具体化したものが内容の「ア　伝えたい事を選び、自分の考えが分かるように筋
道を立てて、相手や目的に応じた適切な言葉遣いで話すこと。」である。第 1 学年、第 2 学
年のときの目標の事柄の順序に気をつけることはもちろんのこと、今度は自分の思いや願い、
調べて分かった事柄や事実などに基づき、最も伝えたい中心をどこに位置付けるかを考え、
それが聞き手に分かりやすく伝わるように筋道を立てて話す力を身につけなければならな
い。指導の中で重要になるのは、伝える相手と伝える目的を具体的にすることである。伝え
たいことや知らせたいことが明確で伝えたい相手がいれば話す目的がはっきりして話したい
という思いも強くなる。すると、必然的に相手に伝わるように話の内容や、話し方を工夫す
るようになると考えられる。また、「相手や目的に応じた適切な言葉遣いで話すこと」とい
うのは、相手や目的によって、「丁寧な言葉を選んだり、敬体と常体との表現を使い分けたり、
適切な声の大きさや速さなどに気をつけたりすること」である。この学年では自分の思いを
話す機会を増やし、話す経験を豊かにすることが大切であると考える。
　「話の中心に気を付けて聞く」ことは話し手の話す内容の中心に気をつけて聞き、その上
で相手の気持ちを受け止めることで適切に伝え合うことができるようになり、思いを共有す
ることができるのである。この目標を具体化したものが内容の「イ　話の中心に気を付けて
聞き、自分の感想をまとめること。」である。先ほど、話し手が相手や目的を意識すること
が大切と記したが、それは話し手だけでなく聞き手にも同じことが言える。聞き手も相手意
識や目的意識を持ち、話の中心に気を付けて聞くことが重要である。相手は何を伝えたいの
か、どんな思いなのか、話のどこが一番大切なのかなど相手の立場に立って考えていくこと
が大切である。さらに、「自分の感想をまとめる」力の育成も必要である。話し手の話に興
味を持ち、相手の考えに共感したり、あるいは相手とは意見が違ったり、話を聞きながら自
分の考えをもち、整理することができるようになることが大切である。また、相手の話を聞
いてさまざまな思いや考え方があることにも気づくことができると考えられる。そこに話し
たり、聞いたりすることの面白さが見出されると良いのではないだろうか。
　そして、「進んで話し合う態度」も育てていかなければならない。解説の中での「進んで」とは、
「話し合い活動に興味を持ち、自ら積極的に話し合いに参加しようとすること」としている。
そのためには、児童に伝え合いたい、理解し合いたいといった気持ちを抱かせ、その思いを
大切にしてやらなければならない。したがって、指導にあたっては児童が楽しく話し合うこ
とができるような魅力ある話題を設定しなければならない。また、話し合いの場で人によっ
てそれぞれ色々なことを考え、感じていることが違うことにも気がつくことができると思う。
前学年の時よりもグループで話し合う機会を増やし、話し合いの経験を沢山することで、話
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し合いの良さを実感してほしい。その良さを感じたとき、さらに進んで話し合おうという児
童の気持ちが高まるのではないだろうか。
　話す力・聞く力・話し合おうとする態度はいずれも、第 5 学年及び第 6 学年の中で「的確
に話す」・「相手の意図をつかみながら聞く」・「計画的に話し合う」ことにつながり、発展し
ていく。
　この学年を指導する上で大切なことは児童が話したり、聞いたりする時、相手の立場にた
ち、相手の様々な思いに気づくことができることであると思う。そして人それぞれ考え方や
感じ方が違うことに気づくとともに、共通点や相違点を見つけそれぞれの良さを感じとるこ
とができるといいのではないだろうか。また、この頃の児童は他者を非常に意識し始める。
周囲の人の目が気になりだし、相手に同調したいという気持ちも出てくる。すると、人と違
う考えや意見ではいけないと思ってしまう子も中にはいるかもしれない。そうではなく、児
童一人ひとりが自分の考えをもち、自分の思いを自分から自然に口にできるような環境にし
なければならない。そのためには、学級の中で児童同士が互いに認め合えるような関係を築
いていかなければならない。このような学級の雰囲気づくりも学習に大きく影響するのでは
ないだろうか。国語科の指導のみではなく、学級経営という教師の働きかけも重要なのであ
る。
〔第5学年及び第6学年〕
①　目標
②　内容
　この時期の児童は高学年ということもあり、学校を引っ張っていく中心的な立場になる。
児童もリーダーシップを発揮するようになり、責任感が生まれてくる。また、学習面では小
学校生活のまとめの時期であり、これまでの学習の総まとめをし、中学校への学習へとつな
がっていく重要な時期である。そして、児童の日常の活動も目的的な活動が多く、同時に言
語活動の場や目的も多様に広がりを見せ始める。
　この様な時期をとらえ、目標からわかるように第5 学年及び第 6 学年の主なねらいは「的
確に話す」「相手の意図をつかみながら聞く」能力と「計画的に話し合おうとする態度」を
（1） 目的や意図に応じ、考えた事や伝えたい事などを的確に話すことや相手の意図をつかみ
ながら聞くことができるようにするとともに、計画的に話し合おうとする態度を育てる。
（1）ア　考えた事や自分の意図が分かるように話の組立てを工夫しながら，目的や場に応じ
た適切な言葉遣いで話すこと。
イ　 話し手の意図を考えながら話の内容を聞くこと。
ウ　自分の立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話し合うこと。
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育てることである。
　「的確に話す」では聞き手に自分の思いや考えが明確に伝わるように話すことが大切であ
る。この目標を具体化したものが「ア  考えた事や自分の意図が分かるように話の組立てを
工夫しながら，目的や場に応じた適切な言葉遣いで話すこと。」である。解説では「話し手
の自分にとっても、聞き手の相手にとっても、その目的や意図が明らかになっていることに
よって、より活動への意欲は増加し、話す内容や方法の質的な高まりも、一層期待できる。
したがって、できるだけ具体的な言語活動の場において相手や目的を設定し、話す意図を明
確にしながら、目的に応じて言語活動が展開されていくという学習指導の形態が望ましい。」
としている。このように、目的意識を持ち何をどのように伝えるかはっきりさせることによ
り、相手に自分の意図や思いを伝えることができるのだと考える。
　指導をする上で配慮したいことは、話題の設定である。今までの学年同様、家庭や学校、
地域社会など生活に密着した話題はもちろん、社会一般にかかわる事柄にも目を向け、話題
に広がりを持たせる必要がある。その中で関心をもち、自分の考えを明確にすることができ
ると誰かに伝えたいという思いも生まれるのではないだろうか。そして、そこから学級に広
がり、全体で考え、話し合い、解決していくということができるようになると思われる。
　そして、相手により的確に伝えるためには「話の組立てを工夫」することが重要である。
解説では「順序や話の中心に気を付けながら、相手に分かりやすいように話そうとすること
や、意図がはっきり伝わるように、事実と感想、意見との組立て、資料や例示の活用、結論
や山場の位置付けなどを効果的に工夫することなどが考えられる。」としている。また、相
手や目的、場に応じた適切な言葉遣いにも気を付けなければならない。解説の中でいう「適
切な言葉遣い」とは「前学年までに学習した、丁寧な言葉遣いや、敬体と常体との表現の使
い分け、音声や速度の工夫などはもちろん、語感や言葉の使い方に関する感覚を磨き、共通
語や敬語を適切に使うことも含めて、話す相手や目的、話す場などに応じて考えながら話す
こと」である。指導では、学年の枠を超え異学年を相手にしたり、学校外の人を相手にする
など様々な人を相手とすると良いと思われる。また、その経験を多く積むことで考えが深ま
り、自分なりに相手に伝わるよう効果的な話し方や言葉遣いなど工夫しようという気持ちが
高まるものと考えられる。
　「相手の意図をつかみながら聞く」では話し手の意図は何か、何を伝えたいのかなど話の中
で大切なところをつかみながら、聞くことが大事である。この目標を具体化したものが「イ  話
し手の意図を考えながら話の内容を聞くこと。」である。指導する上では話し手が聞き手に
伝わるようにどのような工夫をしているかに気を付けて聞けるよう注意して指導しなければ
ならない。相手の効果的な工夫を理解できるとそれを今度は自分が話すときに活用するなど、
話す力も同時に高まると思われる。
　併せて、「計画的に話し合おうとする態度」も育てていかなければならない。この目標を
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具体化したものが「ウ  自分の立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話し合うこと。」
である。解説の中で第 5 学年及び第 6 学年の話し合いは「グループや学級全体における共通
理解や問題解決に向けて、相互の知識や考え、意見などを出し合い、簡単な討議の形式をと
りながら話し合っていくことである。」とされている。高学年になると仲間意識が強くなり、
みんなで一つのことを成し遂げようという気持ちが高まる。個人個人で意見や考えも持てる
ようになり、自立への第 1 歩を踏み出す頃である。一人ひとり意見や考えは違い、当然仲間
同士で衝突することもあるだろう。だから、話し合いの中でお互いの考えを聞き、自分の思
いをしっかり伝える必要がある。そして、お互いの考えを認め合い、理解して納得いく方向
へと答えを導き出せるようになることが大切なのである。また、逆にこの時期になると自分
の考えはしっかり持てるのに、それを表に出せない子もいる。恥ずかしい、間違っていたら
嫌だ、笑われたらどうしようなどそこには口にできない様々な理由があるだろう。そのよう
な思いを児童に抱かせないような学級作りが大切なのだと考える。
　この学年を指導する上で大切なことは、話すこと・聞くことの学習を通して、自分の意見
をしっかり持ち、相手の意見も聞くことでさらに考えを深めていけることである。問題解決
していく中でも、様々な意見を聞くことでよりよい解決策を探り学級全体で解決していける
ようになることが望ましい。
　最後に、現行の学習指導要領「話すこと・聞くこと」の全学年を通してみると、学習指導
において大切にしていかなければいけないことが見えてくる。まずは、児童が楽しんで言語
活動を行えることである。そのためには、各学年の児童の発達段階に応じた話題を設定し、
相手や場、目的を設定するなどの指導上の工夫が必要である。そして、何よりも伝えたい、
聞きたい、知りたいといった児童の気持ちを大切にすることが学習の大前提であると考える。
学習を通して自分の考えや気持ちが相手に伝わったり、相手を知ることができた時の喜びを
児童にも感じてほしい。そのような経験が日常生活にも広がりを見せることが学習の成果で
あると思われる。また、児童が自分の考えを自然に言える、仲間の考えを互いに認め合える
ような学級の雰囲気作りが大切であると考える。
　「話しことば教育で私が何よりも大切にしているのは、教室の誰一人も侮られることのな
い環境を作ることです。またそのような教室を築きあげるために、話しことば教育は必要だ
と思います。」
　これは、大村はま先生の言葉である。この言葉にとても共感することができた。「話すこと・
聞くこと」の学習は国語科だけでなく、他教科や日常生活とも大きく関わっている。小学校
における「話すこと・聞くこと」の学習は生涯にわたって豊かな人間関係を築いていくため
の基礎である。児童にこのような力を確実につけていくためにも指導の工夫が必要なのであ
る。
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第2節　教科書教材での「話すこと・聞くこと」の取り扱い
　次に、教科書教材における「話すこと・聞くこと」の取り扱いを見ていきたい。光村図書・
東京書籍・学校図書の教科書会社をとりあげ、各学年の「話すこと・聞くこと」の教材を単元名、
配当時間とともに以下のような表にした。教科書における「話すこと・聞くこと」の位置づ
けや各教科書会社のねらい、表からわかることを私なりに考察していきたい。
第1項　光村図書
　光村図書の教科書教材の表は以下のようになった。
単　元　名 教　材　名 配当時間
第 1 学年 ＜入門期＞ はる
どうぞ　よろしく
たんけんしたよ、みつけたよ
ほんと　なかよし
計 14
はっきり　はなそう みんなに　しらせたい　こと 4
ことばって、おもしろいな ものの　名まえ
おみせやさんごっこをしよう
11
よくきいて、あそぼう わたしは、なんでしょう 5
単　元　名 教　材　名 配当時間
第 2 学年 だいじなことを　おとさずに、話し
たり聞いたりしよう
ともこさんは　どこかな
4
友だちに分かるように話そう あったらいいな、こんなもの 14
すすんで話したり聞いたりしよう 何に見えるかな 4
ことばっておもしろいな 音やようすをあらわすことば
ことばであそぼう
15
単　元　名 教　材　名 配当時間
第 3 学年 じゅんじょが分かるように、話した
り聞いたりしよう
道あんないをしよう
4
進んで話し合い、発表しよう 「分類」ということ 14
考えを整理して話し合おう 名前をつけよう 6
言葉って、おもしろいな 漢字と友だち 12
学習したことを生かして モチモチの木 19
単　元　名 教　材　名 配当時間
第 4 学年 大事なことを落とさずに、話したり
聞いたりしよう
伝言はまちがえずに
4
調べて発表しよう 「伝え合う」ということ 14
よりよい意見にまとめよう 話し合って決めよう 6
言葉って、おもしろいな 言葉遊びの世界 12
学習したことを生かして ごんぎつね 22
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単　元　名 教　材　名 配当時間
第 5 学年 話の組み立てや言葉づかいを考えて
たずねよう
インタビュー名人になろう
5
読書の世界を広げよう 千年の釘にいどむ
本は友達
13
伝え合って考えよう 人と「もの」とのつき合い方 15
意見を整理しながら、目的に向かっ
て話し合おう
「失敗」をめぐって
5
言葉って、おもしろいな どんなときに、だれに 10
学習したことを生かして 大造じいさんとガン 16
単　元名　 教　材　名 配当時間
第 6 学年 相手の意図を聞き取り、自分の主張
を伝えよう
学級討論会をしよう
6
読書の世界を深めよう 森へ
本は友達
12
共に考えるために伝えよう みんなで生きる町 13
聞き手の心に届くように発表しよう 今、わたしは、ぼくは 6
言葉って、おもしろいな わたしたちの言葉 10
学習したことを生かして 海の命
今、君たちに伝えたいこと
生きる
12
　上記の表からわかることが何点かある。
　まず、「言葉って、おもしろいな」は第 1 学年から第 6 学年までの共通の単元であるが、
児童の発達段階に応じて取り上げる教材も異なり、低学年はより親しみやすい内容であり、
学年が進むごとに難易度は上がっていくのがわかる。
　そして、第 3 学年から第 6 学年までは「学習したことを生かして」の単元で「話すこと・
聞くこと」を関連付けている。この単元は第 1 学年から第 6 学年まで設定されている。どの
学年も学習のまとめとして学年末に置かれ今まで学んできたことや学習方法を生かして学習
を進めていくことを具体的に教材化しようとしたものであると思われる。児童が主体的に取
り組み、各自が達成感を得て同時に新たな課題をもって次学年に進むことを想定しているの
だろう。次の学年へのつながりを考慮して単元や教材が設定されていると考えられる。
　次に、話し合いの学習を見ていく。3 学年からグループによる話し合いを単元に組み込み、
児童同士の話し合う力を養うことを目指していることがうかがえる。第 3 学年では単元を「考
えを整理して話し合おう」としているのに対して第 4 学年では「よりよい意見にまとめよう」
とし、さらに第 5 学年においては「意見を整理しながら、目的に向かって話し合おう」とし、
目的意識を高くもち、その実現を目指して話し合うことが求められている。第 6 学年に至って
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は、「相手の意図を聞き取り、自分の主張を伝えよう」とし相手意識や目的意識を持ち、自分
の考えもしっかりと持って主張し、学級で話し合いを進めていくことが求められる。前学年と
比べると、学習指導要領の目標や内容にも関わって児童に求められる力のハードルが徐々に上
がってきているのが分かる。いずれも前学年での学習を生かしながら、新しい力を育てていく
ことを大事にしているのだろう。系統的、反復的な学習が設定されていることが分かる。
　また、第 4 学年～第 6 学年はより相手を意識した学習内容になっている。第 4 学年では「「伝
え合う」ということ」を、第 5 学年では「インタビュー名人になろう」や「人と「もの」との
つき合い方」を、第 6 学年では「学級討論会をしよう」や「今、わたしは、ぼくは」を教材と
して取り上げ、伝え合うということを直接、児童にも意識させるような学習内容になっている。
　光村図書での「話すこと・聞くこと」の配当時間を見ると 1 単元、1 教材あたりの時間が
12、14 など多くの時間が設定されていることに気がつく。「書くこと」「読むこと」とも関連
付けて複合の形で学習していく教材もあるが、光村図書は「話すこと・聞くこと」に集中し
てその力をぐんと伸ばすために時間をかけて学習をすすめ、単元や教材を考えて設定してい
ることが見えてくる。そうすることで、児童に確実に話す・聞く力を身につけさせることを
狙っているのかもしれない。
第2項　東京書籍
　東京書籍の教科書教材の表は以下のようになった。
単　元　名 教　材　名 配当時間
おはなしだいすき サラダでげんき 2
のりもののことをしらべよう いろいろなふね 2
よく見てかこう わたしのはっけん 2
いろいろなじゃんけんについてはな
しあおう
じゃんけん
4
おはなしをたのしもう はるのゆきだるま 1
すきな本のことをかこう 本とともだち 1
単　元　名 教　材　名 配当時間
第 1 学年 ＜入門期＞ うれしい　ひ
はきはき　あいさつ
おはなし　ききたいな
あいうえおの　うた
あいうえお
わにが　わに　なる
はなしたいな　ききたいな
きいて　きいて
みんなに　しらせよう
計 18
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単　元　名 教　材　名 配当時間
第 2 学年 みんなのまえで話そう 教えてあげる、たからもの 5
様子や気もちをそうぞうしながら読
もう
雨の日のおさんぽ 1
まよい犬をさがせ 4
じゅんじょよくせつめいしよう 「おもちゃまつり」へようこそ 7
おもしろいお話をたくさん読もう 名前を見てちょうだい 1
どうぶつのひみつをしらべよう ビーバーの大工事 1
じゅんじょを考えながら書こう わたしの見学ノート 1
いろいろなあそびについて話し合お
う
せかいのかくれんぼ
7
むかし話のおもしろさをあじわおう かさこじぞう 1
書き方をくふうして 「きせつの思い出ブック」をつくろう 1
単　元　名 教　材　名 配当時間
第 3 学年 自分をしょうかいするスピーチをし
よう
知ってほしいな、自分のこと
5
段落ごとに内ようをとらえながら読
もう
どちらがすき
4
物語のあらすじを考えながら読もう ゆうすげ村の小さな旅館 1
中心をはっきりさせてせつ明しよう わたしのお気に入りの場所 7
世界の民話を読もう 木かげにごろり 1
いろいろなお祭りについて調べよう つな引きのお祭り 2
よりよいくらしについて話し合おう もうどう犬の訓練 8
中心となる人物の気持ちを考えよう サーカスのライオン 1
想ぞうしたことを書こう 「もしもの国」に行ってみよう 1
単　元　名 教　材　名 配当時間
第 4 学年 出来事をしょうかいするスピーチ 知らせたい、あんなことこんなこと 5
だん落とだん落の結び付きを考えな
がら読もう
電話で伝え合おう
4
物語のもり上がりを考えながら読も
う
夏のわすれもの
1
すじ道を立てて説明しよう 「くらしの百科」の時間です 7
愛の心をえがいた物語を読もう 世界一美しいぼくの村 2
いろいろな「環境を守るくふう」に
ついて調べよう
ウミガメのはまを守る
2
中心をはっきりさせて書こう 活動ほう告書 1
くらしの中の世界について話し合お
う
くらしの中の和と洋
5
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人物の気持ちのうつり変わりを考え
よう
ごんぎつね
2
伝えたいことを選んで書こう 一年間の思い出をしょうかいしよう 1
単　元　名 教　材　名 配当時間
第 5 学年 表現の工夫を考えながら声に出して
読もう
だいじょうぶだいじょうぶ
1水のこころ
山頂から
自分の考えを伝えるスピーチをしよ
う
伝え合おう、五年生でがんばりたい
こと
4
文章の仕組みを考えながら読もう 会話をはずませよう
4
話の組み立てを工夫して ニュースを伝え合おう 6
人間の生き方をえがいた作品を読も
う
マザー・テレサ
1
いろいろな環境問題について調べよ
う
森林のおくりもの
1
身近な生活について討論しよう インスタント食品とわたしたちの生
活
4
表現のおもしろさを考えよう 注文の多い料理店 2
題材や表現に注意して 昔話をしょうかいしよう 2
単　元　名 教　材　名 配当時間
第 6 学年 表現を味わいながら
声に出して読もう
風切るつばさ
1野のまつり
五月　雪
自分の意見を伝えるスピーチをしよ
う
伝え合おう、わたしの意見
4
文章の構成を考えながら読もう 気持ちのよい話し方をしよう 4
役割に応じた話し方をくふうして ニュースの番組を作ろう
6
作家と作品をかかわらせて読もう 宮沢賢治
1
いろいろな言葉について調べよう 言葉の意味を追って
1
わたしたちの「未来」について討論
しよう
百年前の未来予測
5
人物の生き方を考えよう 海のいのち 2
さまざまな表現方法を生かして 「未来へのメッセージ」を書こう 1
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　上記の表からわかることが何点かある。
　光村図書の「話すこと・聞くことの」配当時間を東京書籍と比べると東京書籍は 1 単元、
1 教材の時間が 1 時間や 2 時間と少なく「書くこと」「読むこと」との複合の教材が多いこ
とに気がつく。「話すこと・聞くこと」の学習を「書くこと」「読むこと」「言語事項」と関
連付けてバランスよく学習していくことを大切にし、そうすることが「話すこと・聞くこと」
の力の向上につながるといった考えが見えてくる。
　また、第 3 学年から第 6 学年にかけてスピーチの教材を取り入れている。スピーチは「話
す・聞く」の基礎・基本である。学習指導要領解説にも第 3 学年及び第 4 学年の内容の取扱
いに「身近な話題についてスピーチをすること、要点などをメモに取りながら聞くこと、身
近な出来事や調べた事柄について説明したり報告したりすることなど」と記されている通り、
第 3 学年からはスピーチという形での「話す・聞く」力が求められているのである。第 3 学
年から第 6 学年と継続してスピーチの教材を扱い、前学年で学んだことを繰り返し、さらに
新しいことを加えて学んでいくことで児童の「話す・聞く」力が着実に育っていくと考えら
れる。系統的、段階的に上の学年につながり、螺旋的、反復的な繰り返しの学習を大切にし
ていることが教科書からもわかる。
第3項　学校図書
　学校図書の教科書教材の表は以下のようになった。
単　元　名 教　材　名 配当時間
第 1 学年 入門期 なかよし
あいさつ
3
1
ききたいな　はなしたいな 3
まてまてかえるくん 3
こんなおはなし　ききたいな 1
きのうのこと 4
つたわったかな 2
しろう・つたえよう よく見てかこう 1
なかよくよもう はじめは「や！」 1
よくきいてあてよう 2
しぜんのふしぎ きかせてしっていること 4
ことばをつくる えを見てはなそう 8
一年生をふりかえって 3
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単　元　名 教　材　名 配当時間
第 2 学年 出会う・つたえあう 1
分かるようにつたえよう やってごらん　おもしろいよ 9
しぜんのふしぎ 分かったことをつたえよう 2
コミュニケーション どう言えばいいかな 3
みんなで読もう たからさがしにちょうせん！ 4
みの回りを見つめて はっぴょう会をしよう 4
ことばを作る しゃしんから話を作ろう 5
二年生をふりかえって 2
単元名 教材名 配当時間
第 3 学年 出会う・つたえ合う 1
思いをつたえ合おう 友だちっていいな 6
自然のひみつ とんぼのひみつ・ミラクルミルク 1
調べたことをカードにしよう 1
いろいろな本を読もう 海の光 1
本のしょうかいをしよう 2
言葉で遊ぼう 1
知ろう・つたえよう 見てきたことを新聞にまとめよう 1
想像しながら読もう わにのおじいさんのたから物 1
あの子をさがして！ 2
くらしを見つめて 年の始まり 1
クラスのみんなにしょうかいしよう 4
メディアを生かす 詩のみりょくをつたえよう 5
調べたことをつたえよう 合図としるし 1
三年生をふり返って 2
単　元　名 教　材　名 配当時間
第 4 学年 出会う・つたえ合う 1
情景を思いうかべながら読もう 白いぼうし 1
中心をはっきりさせて伝えよう わたしはレポーター 7
自然のひみつ 地下からのおくりもの・あめんぼは
にん者
1
調べたことを知らせよう 1
コミュニケーション 心をとどけよう、受け止めよう 2
知ろう・伝えよう 言葉のきまり② 1
読みを深めよう ごんぎつね 1
かざりつけはどうする？ 3
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くらしを見つめて 文化のちがいを調べて発表しよう 4
メディアを生かす コマーシャルを作ろう 3
意見を伝えよう 点字を通して考える 1
くらしやすさを求めて、アイディア
をてい案しよう
1
表現を味わおう 小鳥を好きになった山 1
単　元　名 教　材　名 配当時間
第 5 学年 出会う・伝え合う 1
びょう写を読もう 大造じいさんとガン 1
意見を交流しよう 地域との交流計画を立てよう 4
本の世界を広げよう 注文の多い料理店 1
読書の楽しみを広げよう 1
言葉のいろいろな伝わり方 2
知ろう・伝えよう 方言を調べて報告しよう 2
話す・聞く 話し合いが行きづまったら 3
文化を受けつぐ 調べたことをもとにポスターセッ
ションを開こう
3
メディアを生かす わたしの本を作ろう 1
心をつなぐ 心と心をつなぐ「もうひとつのお金」 2
意見文を書こう 1
単元名 教材名 配当時間
第 6 学年 出会う・伝え合う 1
意見を交流しよう わたしたちの学校改善計画 5
本の世界を広げよう 読書会をしよう 1
コミュニケーション コミュニケーションと心のドア 2
知ろう・伝えよう 言葉の面白さ大研究 1
心を見つめて 山へ行く牛 1
こんなときどうする？ 1
環境とともに エネルギー消費会社 1
討論会を開こう 4
メディアを学ぶ ニュースを読み解こう 1
共に生きる 考えを広げよう 1
このすばらしい世界 1
　上記の表からわかることが何点かある。
　学校図書は単元の数が、上下巻合わせて 10 単元で構成されている。1 つの単元にいくつか
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の教材が組み込まれている。ひと月に 1 単元のペースで割り振られており、ゆとりをもって
学習が展開できるようになっている。また、東京書籍と同じように、光村図書と比べると「話
すこと・聞くこと」の各教材に割り当てられた配当時間が 1 時間や 2 時間と少なく「書くこ
と」「読むこと」との複合の教材が多いことに気がつく。「話すこと・聞くこと」の学習をす
る上では各学年とも「書くこと」「読むこと」「言語事項」と関連付けて学習していくことが「話
すこと・聞くこと」の力の向上につながるといった考えが見えてくる。
　また、第 2 学年から第 6 学年にわたって「話すこと・聞くこと」の学習の始まりは「出会う・
伝え合う」という同じ教材からスタートする。教材の内容はやはり児童の発達段階に応じた
ものになっていくと思われるが、継続して関連付けながら学習していくということを大切に
していることがうかがえる。
　学校図書の資料には「学校図書の基本方針は「言葉」に対する関心・意欲・態度を十分に養い、
その上で基礎・基本の力を獲得し、応用・発展に展開する学力を支えていく教科書でありた
いと考えました。」と書かれている。このことから、1 学期に基礎的な力を、2，3 学期には応用・
発展的な力を身につけられるような教材を取り上げているようである。
　同じく資料より、「国語で身につける言語活用能力は、実社会を生きていくための大きな
力となります。さまざまな場面で、「支えあい」「伝え合う」場を設定し、共に考え、解決す
ることのできる教科書でありたいと考えました。」としている。児童が友達の思いを聞き、
自分の気持ちを伝えることでお互いに知り得たことを共有できるような学びの場を設けるた
め、教材もより児童にとって身近なものになるように工夫されているのだろう。第 2 学年の
単元「身の回りを見つめて」の「はっぴょう会をしよう」や第 3 学年の「友だちっていいな」「ク
ラスのみんなにしょうかいしよう」の教材や第 4 学年の「くらしやすさを求めて、アイディ
アをてい案しよう」の教材など身近な相手に伝えたり、身近な場面を考えたりする機会を多
く設けている。高学年になると、児童の視野を広げ、考え方に幅を持たせるために、話題や場、
相手にも広がりを持たせる必要がある。そのために、第 5 学年では「地域との交流計画をた
てよう」や第 6 学年では「ニュースを読み解こう」などの教材が設定されている。どの学年
も児童の発達段階を踏まえ、学習指導要領の目標や内容に基づいた教材が位置づけられてい
ることがわかる。
　今まで 3 つの教科書会社の「話すこと・聞くこと」の領域の単元、教材を見てきた。どの
教科書会社も児童の力を伸ばすために考えられた単元や教材を設定し、基本方針やねらいが
それぞれの教科書からうかがえた。どの教科書会社にも言えることは、3 領域 1 事項を分け
て学習するのではなく、必ずそれぞれを関連づけたバランスの良い学習内容になっていると
いうことである。
　また、学習指導要領では二学年ずつにまとめて示されていることは第 3 章でも述べたが、
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これは国語科の指導内容が系統的・段階的に上の学年につながっていることを意味する。こ
のことは、教科書の構成からも読み取ることができた。そして、繰り返しの学習を大切にし
ていることもわかる。反復的・螺旋的な継続して行う学習は確実に児童の力になっていくの
である。
　このように、教科書一つとっても児童の力の育成のため様々な工夫がされており、教科書
会社の願いや思いが込められているのである。
第4章　「話すこと・聞くこと」の指導実践例とその考察
　　高橋俊三は、音声言語を中心に研究を進めている人物である。彼の著書にこのような言
葉がある。
　あちらこちらの教育現場から、子どもたちの声が小さいという報告がなされている。正
確に言えば、声が小さいのではない。響かないのだ。教室の前にいる教師の所まで届いて
こない。その原因としては、子どもたちが外で遊ばなくなったこととか、コミュニケーシ
ョンの場が少なくなったこととか、自閉的な精神的社会状況があるとか、多くのことが指
摘されているが、未だにその改善が充分に図られているとはいえない。
　子どもたちは、しかし、おしゃべりはよくする。子どもたちが不得手なのは、公式の場
における話し方なのである。これからの国際化し情報化する時代を切り拓いていく子ども
たちにとって、パブリック・スピーキングの能力に欠けるということは致命的である。
　もう一つの問題は、人の話が聞けなくなっているという現状である。聞かないのではな
く、聞けなくなっているというところに、問題の深さがある。確かに、大学生から、高校生、
中学生、小学生に至るまで、私語が多く、静かに聞くという緊張が続かない場面を随所に
見かけるようになってきた。原因としては、教場のお茶の間化とか、テレビの影響である
ともいわれているが、これもまた、パブリック・スピーキング能力の欠損の問題に帰結する。
（中略）きちんと話し、きちんと聞くこと、つまり、論理的で適切なコミュニケーション
を行う能力は、これから更に求められるようになるだろう。聞くこと・話すこと・話し合
うことの指導は、ますます重要性を増していくと思われる。
　高橋俊三は、子どもたちの話す・聞く能力の現状をこのようにとらえ、その能力を高めて
いくために音声言語の授業の指導法や評価法の研究を進めているのである。
　そこで、どのような授業が効果的であり、児童の力を伸ばしていけるのか、実際の授業
実践を通して考察していきたい。また、今回は話すことと、聞くことの指導例はいずれも
第 4 学年を取り上げることとする。それは、私が実習で第 4 学年を担当し、実際に教壇に
立ち指導したこともあり、児童の発達段階や実態、授業の雰囲気などもつかみやすいから
である。
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第1節　話すことの指導例
　高橋俊三氏編著の「話すことの指導」では、次のような指導例が掲載されている。授業者
は新潟県十日町市立水沢小学校教諭の五十嵐恵一氏である。その授業実践の全体を引用する。
【単元名】　「商品を説明する～笑うセールスマン～」　（第 4 学年）
【指導目標】
・＜価値目標＞　自分の意見を正しく伝えるために、聞き手を意識してわかりやすい話をし
ようとする態度を育てる。
・＜技能目標＞　接続語句を使い、筋道を立てて商品の良さを相手にわかりやすく伝えるこ
とができる。
【指導計画】　（全 5 時間）
①　グループごとに分かれて、売り込みたい商品について取材する。
②　説明の仕方を考え、原稿作りをする。
③　コマーシャルの中間発表をし、修正作業をする。
④　個人で売り込みたい商品を決めて取材し、売り込むためのコマーシャルを考える。
⑤　個人のコマーシャル大会を開く。
【授業の実際】
①　商品の取材
　4 人 1 組程度のグループを編成し、グループごとに会社名をつけさせる。些細なことだが、
ネーミング活動は子どものやる気を引き出すのに効果がある。この活動は楽しそうだ、おも
しろそうだぞ、というように期待感を持たせることができるとともに、グループ内の連帯感
を高めることにもつながる。子どもたちは実に愉快な会社名をつける。
＜会社名の例＞
　説明のわかりやすさの優劣を明らかにする上で、各会社とも同一の一商品をコマーシャル
させる手もあるが、今回は各班のアイディアを尊重して商品は特に指定しなかった。商品は、
できるだけ身近にあって、だれでも知っていて、取材しやすいものを選ばせるのがよい。
　　＜題材の例＞
　グループ活動で心配なのが、個の学習をどう保障するかという問題である。とかくリーダ
ー的存在の子どもの意見が通ってしまい、他のメンバーの考えが生かされない場合がある。
そこで、次の約束をしておいた。
ジーコーポレーション　かみの毛一本会社　キャロル株式会社　ユーモア会社　など
ティッシュペーパー　筆箱　服　食料品　など
ア　必ず全メンバーの意見、考えを取り入れること。
イ　一人ひとりが何らかの役割を担うこと。
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＜資料1＞
　取材のときには＜資料 1 ＞に示すような取材メモを使用します。まず、話の中心点が明確
になるように、売り込みたい商品の良さをあげさせる。次に中でも一番伝えたいことについ
てさらに細かく取材させることにした。
②　原稿作り
　わかりやすい効果的な説明の仕方とはどのようなものなのか、イメージがつかめないと予
想されたので、初めに「テレビショッピング」と「とんがりコーン」のコマーシャルを録画
したビデオを見せた。普段何気なく見過ごしている番組やコマーシャルでも授業の中で見せ
ると新鮮さが増す。笑い声が聞こえたり、「あっ、これ見たことある」「これ知っている」な
どの声もあがったりして、興味を持って見ている様子がうかがわれた。
　見終わった後、説明の仕方にどのような違いがあったか問いかけたところ、次のような考
えが出された。
＜テレビショッピング＞
・説明が丁寧で、ゆっくりだった。
・実物を見せて、実際に使っている様子がわかるので良かった。
・商品のよいところが、順序よく説明されていた。
・一人が質問し、もう一人が答える形で説明していた。
＜とんがりコーン＞
・短い時間の中でやっているから早口だった。
・「大自然のおいしさ」と言っていたけど、どんな味がするのかわからない。
　わかりやすい説明につながる要件については板書し、留意させた。ビデオを見ても出てこ
なかった要件（接続語句を使うこと）については、教師側で資料を提供し確認させた。
　説明文を書く学習を事前に経験していたことや筆談に取り組んでいたこともあって、原稿
作りにはそれほど抵抗なく取り組んでいた。四人で話し合いながら、「ハッと驚かせるよう
な出だしにしよう」「実物を見せて説明しよう」「OHP を使って説明しよう」など、班ごとに
商品の良さを取材しよう
売り込みたい商品は（　　　　　　　　　　　　　）
売り込みたい商品の良さをあげてみよう
1・
2・
3・
一番伝えたいことはどれですか。番号に○をつけましょう。そして、さらにくわしく調べて、
書きとめておきましょう。
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工夫しながら原稿をつくっていく姿が見られた。
③　コマーシャルの発表
　コマーシャルの発表までには練習時間が必要なので、朝学習の時間（15 分間）を使って三
日間練習させることにした。
　発表時間は出入りを入れておよそ二分。演劇風に説明する班があったり、実際に実物を持
ってきたりして実演したり、聞いている人を呼んで体験させたりと、班ごとに工夫を凝らし
た説明の仕方が見られた。
＜資料2＞
審査用紙
会社名　　　　　　　　　　　　　　　
審査の観点 審査結果
製品の良さがくわしく説明されているか。
つなぎ言葉を使って順序よく説明されているか。
わかりやすくするために工夫して説明しているか。
「買いたい」という気持ちになったか。
ワンポイントアドバイス
（こんなところがよかったよ。ここをもう少し～するといいね。）
（　　　　　　　　　　　　）　より
　発表が終わって、次の班の用意が整うまでの時間を使って、評価カード＜資料 2 ＞を書か
せることにした。◎○△の印をつけるだけの簡単なものだが、ねらいに即して四つの観点を
決めて書かせた。なお、ワンポイントアドバイスの用紙も準備しておき、ほめてあげたいこと、
教えてあげたいことなども書き込ませることにした。これらの用紙は、授業が終わってから
互いに交換させ合うことにした。
　全部の班が発表を終えたあとで、評価カードをもとに、優れていた点を中心に感想を発表
させた。コマーシャル発表の時間は二十分足らずなので、次の発表は、朝活動の時間を使っ
てやることを確認して授業を終えた。録画していた映像は、給食の時間を使って放映した。
④　個人での取材、原稿作り
　売り込みたい商品をあらかじめ決めさせ、取材メモ＜資料1 ＞を配っておいたこともあっ
て、取材活動はスムーズに行われた。取材の時間をあまり取ることなく、すぐに原稿作りに
入ることができた。
　原稿作りの前に、ビデオに録画していた班ごとのコマーシャルやテレビショッピングの映
像を再び見せることにした。また、原稿作りが進まない子ども用に、初めの言葉、つなぎの言葉、
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結びの言葉を入れた「おたすけカード」＜資料 3 ＞を用意しておき、希望すれば使ってもよ
いことにした。
　原稿が出来上がると OHP のシートや画用紙を取りに来る子どもがいたり、売り込みたい
商品をあちこちいじり回してみたりと自分なりに工夫して、良さを説明しようとする姿が見
受けられた。
⑤　個人のコマーシャル発表
　練習時間をとらせるため数日間をおいたが、いざ本番となるとやはり緊張している様子だ
った。そこで、まず班の中でリハーサルをさせることにした。聞き手は三人。少人数の中で
のリハーサルなので、いくぶん緊張感が和らいだ感があった。
　リハーサルが終わったのを見計らって、全員の前で発表させた。期待していた以上のでき
ばえだった。声の大きさも班の発表の時より改善され、聞きやすかった。間を取ってゆっく
り話そうと努めていた。OHP や BGM を使い、視聴覚に訴えたり、例えを入れたりつなぎ言
葉を使って順をおって説明したりと実に様々な工夫が見られた。グループでの発表での経験
が生きていた。
　発表の様子はビデオに録画しておいたので、希望者があれば貸し出し、保護者にも見ても
らうことにした。
【評価】
　授業が終わった後で、個人の発表の様子を放映した。自分の発表の様子を恥ずかしげに見
たり、友達の発表を興味深げに見入ったりしていた。その後、感想を書かせた。感想文からは、
子どもたちが真剣に学習に取り組んだ様子や満足感が持てたこと、次の活動への意欲等をう
かがい知ることができた。
　
 以上が五十嵐恵一氏による「話すこと」の指導例である。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
＜資料 3 ＞
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 ここからは、指導例を通して考察をしていく。まず、テレビコマーシャルを教材として用い
たことで児童の興味・関心が高まったと思われる。やはり、身近なものを取り上げることで
児童も授業に入りやすく、やる気もわくと考えられる。授業では、何をするのかを明確にし、
目的意識を持たせることが大切である。また、最初にグループ活動を取り入れることでコマ
ーシャルを作る流れが把握でき、活動に見通しを持つことができ、個人での作業に入りやす
かったのではないだろうか。そして、グループでのコマーシャルの発表時に審査用紙とワン
ポイントアドバイスの評価カードを用いたことで、友だちの活動にも目を向け、良かった点
やアドバイスなどの意見を交換し合うことができ、互いに認め合うことができるようになる。
また、そこで学んだことが個人のコマーシャルづくりでも生きたはずである。しかし、個人
作業になると全て自分で考えて取り組まなければならない。やはり、ここで個人差が生じて
しまうと考えられる。そこで、用意したのが「おたすけカード」である。児童に考えさせず
にすぐ使用しては意味がないが、考え込んでしまい先に進まない児童にとっては作業しやす
くなるのでとてもいいアイディアであると感じた。どの授業でも、学級の児童一人ひとりの
実態を考慮することが大切なのである。
 身近なものを教材として取り上げ、児童の興味・関心を引くような授業がやはり良い。児童
が楽しい、面白い、やってみたいと思い、意欲が高まるような授業作りを心がけなければな
らない。そして、児童主体で活動していくことが大切なのだと考える。
第2節　聞くことの指導例
　次に、聞くことの指導例を見ていく。高橋俊三氏編著の「聞くことの指導」では、次のよ
うな指導例が掲載されている。授業者は愛知県名古屋市立桶狭間小学校教諭の大村尚子氏で
ある。その授業実践の全体を引用する。
【単元名】　「ひとつのことをくわしく聞く」　（第 4 学年）
【指導目標】
・＜価値目標＞　インタビューを通して、コミュニケーションの大切さや楽しさに気付き、
生活の中に生かそうとする意欲や態度を育てる。
・＜技能目標＞　目的に即して、話題を選んだり質問の内容を工夫したりする。
 今回のインタビューの実践では、次のような観点を重視して指導にあたった。
・相手から何を学びとるかという目的のあり方。
・目的に即して質問し、聞き取る内容を深めていくという言葉の活用のあり方。
・周辺言語、身体言語、場の言語、沈黙の言語などの非言語コミュニケーションのあり方。
【指導計画】　（全 8 時間）
①　学習計画を立てる。
②　校長先生にインタビューする。
146
③　子どものインタビューの録音と教師のインタビューの録音とを聞き比べる。
④　考えの発表を通して、インタビューの目的や話題の選び方、質問の内容の工夫などを理
解する。
⑤　各自でインタビューの計画を立てる。
⑥　インタビューを行う。（家庭学習）
⑦　⑧　一人一人のインタビューの録音をグループで聞き合い、よい点を認め合う。
【授業の実際】
（1）校長先生へのインタビュー（第 2 時）
　指導の最初の段階で大切なことは、これから展開する学習への興味関心を高めることであ
る。特に、インタビューのような能動的な体験学習の場合は、導入の意欲付けがポイントに
なる。子どもに「おもしろそうだ」「やってみたい」と思わせなくてはならない。それには
最初の段階で、あまり小難しいことを言わず、とにかく、活動の楽しさや、意義を感じさせ
ることが肝心である。
　そこで、最初のインタビューの相手として、校長先生を選んだ。子どもにとって、校長先
生は憧れや畏敬の対象ではあるが、身近な人であり子どもと程よい距離がある。初期のイン
タビューの対象として適役であると考えた。
　初めてのインタビューを終えた子どもたちからは、生の体験を通した声が届けられた。そ
れは、話の内容はもとより、話し手である校長先生に直接会って、顔色や話しぶりや動作に
触れた感動が伝わってくる声だった。
（2）インタビューの工夫（第 3 時、第 4 時）
　体験を通してインタビューへの意欲を燃やしてから、今度は、より追究を深める目的的な
活動へと高めていくことになる。
　しかし、子どもたちの活動だけでは、追究を深めようとする目的的なインタビューは実現
が難しいと考える。
そこで、前回の子どもたちによるインタビューの録音テープと、教師によるインタビューの
録音テープとを聞き比べる活動をした。これは、追究を深めるインタビューを行うには、ど
のようにたずねたらいいのか考えさせるためである。最終的に子どもたちからは次のような
考えがでた。
先生は、一つのことを詳しく聞いている。○ 
先生の場合は、返事からいろんなことを聞くけど、私たちの場合は、違う話をいっぱい聞いている。○ 
一つ質問したら、その話をどんどん続ける。考えすぎずに簡単なことを迷わず質問する。○ 
納得するまで聞く。○ 
質問に答えてもらったら、思ったことなどを言って、次の話に続けていた。○ 
楽しいところは楽しそうに、悲しいときは静まった感じで返事をしていた。○ 
先生は、二人で話しているから、何でも話せる。○ 
言いたいところは、はっきり言う。丁寧に、相手にわかりやすく話していた。○ 
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　以上のように、表面的な聞き方の技術以上に、内容の引き出し方に関する意見が多く発表
された。インタビューをする上で大切なポイントである話題を深める質問のあり方や非言語
コミュニケーションに関する発言は取り上げて板書するようにした。
（3）インタビューの実践（第 5 時、第 6 時）
　インタビューに備えて、子どもたちに次のような計画表を書かせた。
（ａ）誰に何の目的でインタビューするか。
（ｂ）目的、および、相手と自分との関係を把握し、それにふさわしい態度や心構えを考える。
（ｃ）目的に合った話題や、その話題で予想される質問を、あらかじめ書く。
　この計画表を作成する段階が、教師の個人指導の必要とされる場面である。子どもが、実
際にインタビューするときには、たとえ指導とはいえ中断してはならない。一人一人の子ど
もの力量や目的・相手を、教師が十分に把握して、きめ細かな助言を与えておきたい。
　ただし、この計画表を手に持たせてインタビューさせると対話が固定してしまいがちであ
る。かえって、相手の話に乗っていけなくなることが心配される。そこで、今回は、事前の
発想の掘り起こしとして活用することにとどめた。
【評価】
　子どものインタビューの録音と教師のインタビューの録音を、教材として導入したことは、
子どもたちのインタビューをする力を伸ばす上で、たいへん効果があった。今回は、家族や
親戚、友人と身近な人々を対象にインタビューをしていた。今後は、社会的にも視野を広め
てインタビュー活動できるように、子どもを育てていきたい。
　以上が大村尚子氏による「聞くこと」の指導例である。
ここからは指導例を通して考察をしていく。まず、初期のインタビューの対象として校長先
生を設定したことが面白いと感じた。インタビューは人と人とが直接会って言葉を交わし、
互いに理解しあうといった活動である。校長先生の生の声を聞けることは児童にとっても貴
重であり、興味がわくと考えられる。児童の興味付けには効果があったのではないだろうか。
また、児童のインタビューの録音と教師のインタビューの録音を用いたことで違いが明確に
なり、どこをどんな風にしたらよいかが具体的に見えたはずである。その結果、評価にもあ
ったように児童のインタビューをする力を伸ばすのに効果的だったのだろう。そして、この
指導で一番大切なのは次のようなことであると考えた。誰に聞くのかという相手意識、何の
ために聞くかという目的意識、どのような場や状況で聞くのかという場面意識、そしてどの
ように聞くのかといった方法意識を明確に持つということである。これは、今回の指導実践
にかかわらず、他の聞くことの指導をはじめ、話すことの指導でも心がけなければならない
ことである。これらを意識して活動に取り組むことで、児童の力もついてくると考えられる。
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　話すこと・聞くことの指導例を取り上げて見てきたが、どちらの授業も児童の実態を捉え
た創意工夫のあるものだと感じた。扱う教材も児童に身近なものや人であり児童がいかに自
然に授業に入り込めるかが考慮されたものだった。児童の「やったみたい」という好奇心を
くすぐり、「面白そう」と興味を引き、「楽しい」と実感できるような授業を作っていかなけ
ればならない。「話すこと・聞くこと」の授業を作っていくことで大切な事項を、考察を通
して考えた。　
1．身近な教材を扱い、児童の興味・関心を高める
2．児童に相手意識や目的意識を持たせる　
3．児童同士の意見の交流を大切にする
4．児童が主体的に活動できる環境を作る
5．児童の実態を把握し、個に応じた指導を行う
6．授業で学んだことが、日常生活にも生かせる
　このような事項を授業作りでは大切にしていきたいと考える。児童に「話すこと・聞くこと」
の指導を通して、伝え合うことの楽しさ感じ取ってもらえればうれしい。さらには、友達や
先生との会話を楽しむなど普段の学校生活にも広がりを見せるとなおよい。児童の目線に立
って考え、教材を熱心に研究し、創意工夫のある授業を展開していきたい。
おわりに
　　今回の研究は、「伝え合う力」を高めるために、国語科の「話すこと・聞くこと」の指
導に着目して進めた。学習指導要領や教科書教材を第 1 学年～第 6 学年まで改めて見ていく
ことで、学習が系統的、反復的に行えるようになっていることがわかり、各学年の関連性や
他領域、他教科との関わりも考慮していかなければいけないことが明らかとなった。今後の
課題としては、「話すこと・聞くこと」のみに焦点を当てるのではなく「読むこと」「書くこと」「言
語事項」の領域や他の教科との関連性を重視した授業づくりを意識して行わなければならな
いと考える。
　また、児童の伝え合う力を向上させる上で「話すこと・聞くこと」の指導は大事である。
しかし、研究を進める中で教科指導だけでなく、普段の学校生活の中でも伝え合う力を高め
られるような取り組みをし、学級の雰囲気を作っていくことも重要なのだと感じた。私が実
習に行ったクラスでは、朝の会と帰りの会を有効に利用していた。朝の会では、「日直のス
ピーチ」という活動を設け、日直の二人は前もって調べておいたことわざをみんなの前で発
表するのである。これは、調べたことを相手にわかりやすく伝えることが自然とできるよう
になるのではないだろうか。また、友達の話をしっかり聞く態度も身につくと考えられる。
何気ない時間であるが、毎日の積み重ねが非常に大事なのである。帰りの会では「クラスの
宝」という活動があった。ここでは、今日一日の生活の中で、自分が見つけた友達の良いと
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ころを紹介し合う時間である。「こんな時に助けてくれた」「こんな言葉をかけてくれた」「進
んで手伝っていた」など、毎回児童からは様々な友達の姿が伝えられるのである。帰りの会
の中の短い時間ではあるが、みんなに伝えたい、知ってほしいという児童の気持ちが高まる
とともに、それを自分の言葉で伝えることで、自然と話す力もついてくると思われる。友達
の良いところを見つけて発表し、クラスのみんなで拍手を送ることは児童の自信につながる
し、何より、児童同士が認め合いながら成長していくことができると思う。学級の雰囲気づ
くりにもなり、あらゆる場面で良い人間関係を築いていくことにつながると考えられる。こ
のように、日常生活の中でも自然と児童の伝え合う力が育つような環境づくりをしていくこ
とも今後の課題である。
　伝え合う力を高めるためには、国語科での教科指導と学校の教育活動全体での指導の関連
が非常に重要である。このことを踏まえ、今後は二つの観点からの効果的な指導方法を研究
し、児童の伝え合う力の向上を図っていきたい。
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